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車
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の

下
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※
昭
和
八
年
、
俳
誌
「
か
つ
ら
ぎ
」
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
雑
詠
欄
に
四
句
掲
載
。

第
二
句
集
『
黄
旗
』
（
昭
和
十
年
）
に
全
五
句
収
録
。

▽

同
時
代
評
、
定
説

①
長
谷
川
素
逝
「
「
大
阪
駅
構
内
」
の
句
に
就
い
て
」
、
「
京
大
俳
句
」
昭
和
八
年

画
面
一
杯
に
映
し
出
さ
れ
た
車
輪
が
、
ゆ
る
や
か
に
ま
は
り
あ
ら
は
れ
て
と
ま
つ
た
。
さ
う
い
ふ
映
画

を
憶
ひ
出
す
。

②
松
井
利
彦
『
新
稿
昭
和
俳
句
史
』
平
成
十
三
年

誓
子
の
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
理
論
は
プ
ド
フ
キ
ン
よ
り
も
エ
イ
ゼ
ン
シ
ュ
テ
イ
ン
に
近
く
、
構
成
は
恣
意
的

で
あ
っ
た
。

③
誓
子
「
詩
人
の
視
線
」
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
昭
和
八
年

モ
ン
タ
ア
ジ
ユ
は
連
鎖
で
あ
る
―
Ｐ

モ
ン
タ
ア
ジ
ユ
は
衝
撃
で
あ
る
―
Ｅ

一
個
の
作
品
の
構
成
過
程
に
お
い
て
は
―
殊
に
俳
句
の
間
接
描
写
（
「
甲
」
を
描
か
ん
と
し
て
非
「
甲
」

を
描
く
こ
と
）
に
お
い
て
は
―
プ
ド
フ
キ
ン
風
の
「
連
鎖
」
よ
り
も
、
エ
イ
ゼ
ン
シ
ユ
テ
イ
ン
風
の
「
衝

撃
」
の
方
が
、
よ
り
高
度
の
モ
ン
タ
ア
ジ
ユ
手
法
と
考
へ
ら
れ
も
し
よ
う
。

Ⅰ

．

従

来

の

「

夏

草

」
「

汽

罐

車

」

等

▽

夏

草

①
夏
草

夏
の
草
生
ひ
茂
り
て
青
々
た
る
も
の
ゝ
総
称
と
す
。

夏
草
や
つ
は
も
の
ど
も
が
夢
の
跡

芭

蕉

『
簡
明
歳
時
記
』
昭
和
九
年

②
夏
草
や
竹
垣
古
り
て
か
た
む
き
し

守

静

「
俳
諧
鴨
東
新
誌
」
昭
和
二
年
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③
釣
竿
を
夏
草
深
く
あ
づ
け
け
り

秀

草

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
昭
和
五
年

★
④
夏
草
や
忘
れ
ら
れ
た
る
貨
車
一
つ

志

豊

「
南
柯
」
大
正
十
三
年

▽

汽

車

①
夏
目
漱
石
「
三
四
郎
」

「
朝
日
新
聞
」
明
治
四
一
年

け
れ
ど
も
三
四
郎
の
耳
に
は
明
ら
か
に
こ
の
一
句
が
、
す
べ
て
に
捨
て
ら
れ
た
人
の
、
す
べ
て
か
ら
返

事
を
予
期
し
な
い
、
真
実
の
独
白
と
聞
こ
え
た
。
三
四
郎
は
気
味
が
悪
く
な
っ
た
。
と
こ
ろ
へ
ま
た
汽
車

が
遠
く
か
ら
響
い
て
来
た
。

②
煙
の
み
ひ
と
す
ぢ
空
に
た
な
び
き
て

車
は
遠
く
成
に
け
る
か
な

佐
佐
木
弘
綱

『
明
治
開
化
和
歌
集
』
明
治
十
五
年

★
③
夏
草
に
深
く
埋
も
る
レ
ー
ル
か
な

虚

子

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
明
治
三
二
年

④
夏
山
を
上
れ
る
汽
車
の
黒
煙

萬

堂

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
昭
和
四
年

⑤
汽
車
の
笛
聞
こ
え
も
く
れ
ば

旅
お
も
ひ
、
幼
き
日
を
ば
お
も
ふ
な
り

中
原
中
也

『
山
羊
の
歌
』
昭
和
九
年

▽

車

輪

等

①

炎
天
や
車
輪
の
道
の
砂
烟
り

呑

海
「
俳
諧
鴨
東
新
誌
」
大
正
二
年

②

旱

毎
日
々
々
炎
暑
が
つ
ゞ
い
て
飲
料
水
も
な
に
も
な
く
な
つ
て
し
ま
ふ
こ
と
を
い
ふ

『
現
代
俳
句
季
語
解
』
昭
和
七
年

※
旱
田
へ
一
水
落
ち
ぬ
厨
水

朱

朗

「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
大
正
十
五
年

③

夏
川
は
旱
魃
の
た
め
に
水
涸
る
ゝ
こ
と
あ
れ
ど
も
、
梅
雨
中
は
降
雨
多
く
水
量
増
加
し
て
出
水
し
、

『
纂
修
歳
時
記

詳
解
例
句
』
昭
和
七
年

※
仮
橋
を
水
す
れ

く
や
夏
の
川

松

風

「
神
路
」
昭
和
六
年

④
中
野
重
治
「
機
関
車
」
、
「
驢
馬
」
昭
和
二
年

※
単
行
本
収
録
は
昭
和
十
年

彼
は
巨
大
な
図
体
を
持
ち

黒
い
千
貫
の
重
量
を
も
つ

彼
の
身
体
の
各
部
は
悉
く
測
定
さ
れ
て
あ
り

彼
の
導
管
と
車
輪
と
無
数
の
ね
じ
と
は
隈
な
く
磨
か
れ
て
あ
る

彼
の
動
く
と
き

メ
ー
ト
ル
の
針
は
敏
感
に
廻
転
し

（
以
下
略
）

Ⅱ

．

新

興

写

真

・

映

画

▽

新

興

写

真

①
誓
子
「
梅
と
俳
句
」
、
「
サ
ン
デ
ー
毎
日
」
昭
和
八
年

私
が
試
み
に
う
た
つ
て
ゐ
る
の
は
工
場
、
造
船
場
、
ド
ツ
ク
、
汽
船
、
商
館
（
略
）
な
ど
と
い
ふ
都
会

の
生
活
、
（
略
）
―
な
ぜ
な
ら
私
は
都
会
生
活
者
だ
か
ら
（
以
下
略
）

②
仲
田
定
之
助
「
新
形
態
美
説
」
、
「
ア
ト
リ
ヱ
」
昭
和
四
年

汽
車
、
軍
艦
、
汽
船
、
（
略
）
鉄
橋
、
大
起
重
機
、
工
場
、
（
略
）
熔
鉱
炉
、
発
電
機
、
輪
転
機
等
々
―
現
代

工
学
が
生
み
出
し
た
此
等
現
代
的
な
産
業
形
象
に
我
々
現
代
に
生
活
す
る
者
は
本
質
的
な
美
を
感
ず
る
。
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③
誓
子
「
跳
躍
す
る
芸
術
」
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
昭
和
七
年

連
作
否
定
論
者
―
「
カ
メ
ラ
の
角
度
」
を
知
ら
な
か
つ
た
時
代
の
写
真
師

ア
ン
グ
ル

★
④
誓
子
「
荒
鷲
の
歌
」
、
「
財
政
」
昭
和
十
六
年

・
「
こ
の
写
真
界
の
鬼
才
（
＝
小
石
清
）
は
私
の
家
か
ら
さ
う
遠
く
な
い
処
に
店
を
持
つ
て
ゐ
た
」

・
「
堀
野
正
雄
の
写
真
集
な
ど
を
見
せ
た
」

③
堀
野
正
雄
写
真
集
『
カ
メ
ラ
・
眼×

鉄
・
構
成
』
木
星
社
書
院
、
昭
和
七
年

④
板
垣
鷹
穂
「
優
秀
船
の
芸
術
社
会
学
的
分
析
」
、
「
思
想
」
昭
和
五
年

・
「
「
絵
画
の
模
倣
」
を
断
念
」

・
「
カ
メ
ラ
の
機
械
的
機
能
を
出
来
る
だ
け
生
か
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
レ
ン
ズ
の
主
観
性
の
肯
定
）
」

⑤
堀
野
正
雄
「
機
械
的
建
造
物
の
特
性
」
、
『
カ
メ
ラ
・
眼×

鉄
・
構
成
』
所
収

カ
メ
ラ
・
ア
ン
グ
ル
の
テ
ク
ニ
イ
ク
は
、
写
真
に
於
け
る
静
的
物
体
の
動
的
効
果
の
表
現
手
段
と
し
て

利
用
し
得
る
。

⑥
新
興
写
真
に
お
け
る
「
車
輪
」

→

画
像
資
料

⑦
堀
野
正
雄
「
機
械
美
と
写
真
」
、
「
フ
オ
ト
タ
イ
ム
ス
」
昭
和
五
年

写
真
家
に
対
し
て
機
械
美
の
認
識
を
促
し
た
の
は
映
画
で
あ
つ
た
。
（
略
）
カ
メ
ラ
・
ア
ン
グ
ル
と
云

ふ
術
語
も
映
画
の
技
術
家
に
依
つ
て
発
明
さ
れ
た
。

▽

新

興

映

画

※
前
衛
映
画
、
純
粋
映
画
、
絶
対
映
画
等
と
も

①
誓
子
「
現
実
と
芸
術
」
、
「
欅
」
昭
和
七
年

映
画
に
於
て
は
「
カ
メ
ラ
の
眼
（
Ａ
）
」
に
よ
つ
て
「
現
実
」
を
見
る
や
う
に
、
俳
句
に
於
て
は
「
十

七
字
の
眼
」
に
よ
つ
て
「
現
実
」
を
見
る
。
（
略
）

「
カ
メ
ラ
の
眼
」
も
「
現
実
」
を
再
生
せ
ず
し
て
、
「
現
実
」
を
構
成
（
Ｂ
）
す
る
。
（
略
）
「
写
生
構
成
」

と
は
私
の
造
語
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
は
一
般
に
曲
解
さ
る
ゝ
が
如
く
「
糊
と
鋏
（
Ｃ
）
」
を
意
味
し
な
い
。

（
略
）
「
俳
句
の
世
界
」
は
ア
ベ
ル
・
ガ
ン
ス
（
Ｄ
）
の
「
銅
に
映
つ
た
火
の
影
」
「
鏡
に
映
っ
た
山
」
で

あ
る
。

※
Ａ
．
清
水
光
「
映
画
・
モ
ン
タ
ア
ジ
ュ
・
理
論
の
諸
問
題
」
、
「
思
想
」
昭
和
七
年

映
画
の
モ
ン
タ
ア
ジ
ュ
と
い
ふ
言
葉
は
、
い
ま
や
国
際
的
に
普
及
し
た
。
（
略
）
カ
ウ
フ
マ
ン
は
流
石

に
「
カ
メ
ラ
の
眼
」
を
も
つ
て
物
を
見
る
こ
と
を
知
つ
て
ゐ
る
。

※
Ｂ
．
中
井
正
一
「
機
械
美
の
構
造
」
、
「
思
想
」
昭
和
五
年

我
々
は
構
成
の
時
代
に
ゐ
る
。（
略
）
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
の
「
見
ざ
る
眼
」
、
ボ
ラ
ー
ジ
ュ
の
「
見
る
人
間
」
、

ヴ
ェ
ル
ト
フ
の
「
キ
ノ
の
眼
」
も
ま
た
そ
の
冷
い
瞳
に
つ
い
て
語
れ
る
に
す
ぎ
な
い
。

※
Ｃ
．
「
糊
と
鋏
」

→
フ
ィ
ル
ム
編
集
、
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
理
論
を
象
徴
す
る
用
語

※
Ｄ
．
「
ア
ベ
ル
・
ガ
ン
ス
」

→
フ
ラ
ン
ス
映
画
監
督
の
著
名
な
一
節

★
②
誓
子
「
詩
人
の
視
線
」
昭
和
八
年
（
前
掲
）

モ
ン
タ
ア
ジ
ユ
は
連
鎖
で
あ
る
―
―
Ｐ

モ
ン
タ
ア
ジ
ユ
は
衝
撃
で
あ
る
―
―
Ｅ
（
略
）

一
個
の
作
品
の
構
成
過
程
に
於
て
は
（
略
）
エ
イ
ゼ
ン
シ
ユ
テ
イ
ン
風
の
「
衝
撃
」
の
方
が
、
よ
り
高

度
の
モ
ン
タ
ア
ジ
ユ
手
法
と
考
へ
ら
れ
も
し
よ
う
。
（
略
）
連
作
俳
句
の
「
個
」
は
プ
ド
フ
キ
ン
風
な
連

鎖
を
こ
そ
、
そ
の
モ
ン
タ
ア
ジ
ユ
手
法
と
し
て
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。
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③
山
口
誓
子
「
連
作
俳
句
は
い
か
に
し
て
作
ら
る
ゝ
か
」
、
「
か
つ
ら
ぎ
」
昭
昭
和
七
年

連
作
俳
句
の
モ
ン
タ
ア
ジ
ユ
に
あ
つ
て
は
、
「
感
情
の
流
れ
」
を
滞
り
な
く
疏
通
せ
し
む
る
こ
と
を
専

ら
の
念
と
し
て
、
「
個
」
の
俳
句
を
配
置
、
整
列
せ
し
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
こ
と
の
為
に
、
連
作
俳
句
の
連
続
は
、
常
に
芸
術
的
な
、
構
成
的
な
連
続
の
か
た
ち
を
と
る
べ
き

で
あ
つ
て
、
そ
れ
は
現
実
的
な
、
素
材
的
連
続
即
ち
コ
ン
テ
イ
ニ
ユ
イ
テ
イ
と
必
ら
ず
し
も
一
致
し
な
く

て
い
ゝ
。
こ
の
点
に
関
す
る
ブ
ド
フ
キ
ン
の
映
画
理
論
を
附
加
し
て
、
読
者
諸
君
の
理
解
を
助
け
よ
う
。

「
こ
れ
ま
で
の
映
画
的
な
運
動
は
、
～
～
（
以
下
略
）
」

※
Ａ
．
「
テ
ー
マ
の
な
い
レ
ヴ
ユ
ー
の
如
き
も
の
」
、
石
橋
竹
秋
子
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ユ
に
就
て
」
（
「
馬
酔

木
」
昭
和
七
年
）

※
Ｂ
．
水
原
秋
桜
子
『
現
代
俳
句
の
理
念
』
昭
和
二
一
年

こ
の
連
句
で
苦
労
し
ま
し
た
の
は
、
構
図
の
上
の
問
題
で
、
私
は
内
容
の
関
係
か
ら
句
数
を
五
句
と

限
定
し
、
こ
れ
を
絵
巻
の
や
う
に
繰
り
ひ
ろ
げ
た
い
と
考
へ
ま
し
た
。

▽

都

会

の

交

響

楽

＝

シ

ム

フ

オ

ニ

イ

★
①
誓
子
「
詩
人
の
視
線
」
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
昭
和
八
年

連
作
俳
句
は
感
情
の
シ
ム
フ
オ
ニ
イ
で
あ
る
。

★
②
吉
田
魚
遊
「
汽
罐
車
を
評
す
」
、
「
京
大
俳
句
」
昭
和
八
年

「
都
会
交
響
楽
」
と
で
も
い
ふ
映
画
の
序
幕
を
見
る
や
う
だ
。

③
板
垣
鷹
穂
「
ヴ
ェ
ル
ト
フ
の
映
画
論
」
、
「
新
興
芸
術
」
昭
和
四
年

映
画
眼
は
―
（
略
）
拾
ひ
出
さ
れ
た
箇
々
の
部
分
の
一
切
を
、
極
め
て
視
覚
的
な
韻
律
の
中
に
、
極
め

て
視
覚
的
な
形
式
の
中
に
入
れ
よ
う
と
す
る
。

④
吉
村
冬
彦
（
寺
田
寅
彦
）
「
映
画
雑
感
」
、
「
中
央
公
論
」
昭
和
六
年

こ
れ
ら
の
一
つ

く
の
シ
ー
ン
は
、
多
く
の
場
合
に
静
的
で
あ
り
、
活
人
画
で
あ
り
、
ポ
ー
ズ
で
あ
る
。

さ
う
し
て
、
こ
れ
等
の
静
的
な
も
の
か
ら
静
的
な
も
の
へ
の
推
移
の
過
程
の
中
に
動
的
な
る
も
の
を
求
め
、

さ
う
し
て
そ
こ
に
「
シ
ー
ン
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
を
作
つ
て
居
る
や
う
に
見
え
る
。
こ
の
や
う
な
こ
と
は
い

わ
ゆ
る
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
の
一
つ
の
技
法
で
あ
つ
て
、
（
略
）
ロ
シ
ア
映
画
で
常
に
気
付
く
こ
と
は
、
カ
メ

ラ
の
向
け
方
か
ら
来
る
構
図
の
美
し
さ
、
こ
と
に
ま
た
画
面
に
お
け
る
線
や
明
暗
の
リ
ズ
ミ
カ
ル
な
駆
逐

で
あ
る
。

⑤
山
口
誓
子
「
大
阪
文
化
の
特
性
」
、
「
会
館
芸
術
」
昭
和
十
六
年

会
館
（
＝
大
阪
堂
島
の
朝
日
会
館
、
発
表
者
注
）
の
暗
闇
で
見
た
映
画
の
総
て
を
、
い
ま
は
覚
へ
て
ゐ

な
い
。
印
象
に
残
つ
て
ゐ
る
の
は
、
マ
ン
・
レ
イ
の
「
ひ
と
で
」
、
デ
ユ
ラ
ツ
ク
の
「
貝
殻
と
坊
主
」
な

ど
の
超
現
実
主
義
映
画
、
リ
ー
フ
エ
ン
シ
エ
タ
ー
ル
の
「
青
の
光
」
、
ル
ネ
・
ク
レ
エ
ル
の
「
ル
・
ミ
リ

オ
ン
」
（
以
下
略
）

★
⑥
ワ
ル
タ
ー
・
ル
ッ
ト
マ
ン
『
伯
林

大
都
会
交
響
楽
』
（
昭
和
三
年
九
月
上
映
）

原
題
「Berlin

-
Die

Sinfonie
Grosstadt

」
（1927

）

※
ル
ッ
ト
マ
ン
の
別
作
品
「
大
世
界
交
響
楽
」
（
昭
和
六
年
三
月
上
映
、
制
作
は1929

）

⑦
飯
島
正
「
日
本
に
於
け
る
外
国
映
画
界
」
『
日
本
映
画
年
鑑
』
朝
日
新
聞
社
、
昭
和
五
年

写
実
を
編
集
し
て
、
こ
れ
だ
け
の
ま
と
ま
つ
た
も
の
を
作
り
上
げ
、
且
一
つ
の
主
張
を
以
て
作
品
を
基

礎
づ
け
た
こ
と
は
賞
讃
す
べ
き
で
あ
る
と
思
ふ
。
（
略
）
踏
切
と
な
り
、
汽
車
と
な
り
、
線
路
と
な
つ
て
、

ベ
ル
リ
ン
の
停
車
場
に
僕
た
ち
を
運
び
入
れ
る
と
き
、
独
創
的
な
映
画
の
リ
ズ
ム
を
感
じ
、
映
画
に
於
け

る
写
実
の
新
し
い
位
置
を
僕
た
ち
は
知
る
の
で
あ
つ
た
。

※
溝
口
健
二
監
督
『
都
会
交
響
楽
』
（
昭
和
四
年
上
映
）
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【
従
来
】

◆
娯
楽
映
画

→

固
定
カ
メ
ラ
に
よ
る
ロ
ン
グ
・
シ
ョ
ッ
ト

全
体
を
、
全
体
像
を
写
す
こ
と
で
明
示

※
演
劇
の
舞
台
が
価
値
規
範

◆
写
真
（
芸
術
写
真
）
→

「
芸
術
＝
絵
画
」
的
な
処
理
を
目
指
す

※
印
象
派
等
の
十
九
世
紀
絵
画
が
価
値
規
範

【
昭
和
初
期
】

◆
新
興
映
画

→

複
数
の
カ
メ
ラ
に
よ
る
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ

全
体
を
、
断
片
の
羅
列
に
よ
っ
て
暗
示

※
「
映
画
＝
反
演
劇
」
の
編
集
を
新
た
な
価
値
規
範
に

◆
新
興
写
真

→

機
械
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
即
物
的
に
切
り
取
る

全
体
を
、
断
片
の
明
示
に
よ
っ
て
暗
示

※
「
写
真
＝
反
絵
画
」
の
撮
影
を
新
た
な
価
値
規
範
に

⑧
ベ
エ
ロ
・
ボ
ラ
ー
ジ
ユ
、
佐
々
木
能
理
男
訳
『
映
画
美
学
と
映
画
社
会
学
』
昭
和
七
年

ヴ
ア
ル
タ
ア
・
ル
ツ
ト
マ
ン
の
映
画
「
伯
林
―
大
都
会
交
響
楽
」
は
之
と
異
る
。
（
略
）
路
面
電
車
や

ジ
ヤ
ズ
バ
ン
ド
、
牛
乳
車
や
女
の
脚
、
街
上
の
雑
踏
や
機
械
―
―
と
云
ふ
や
う
な
も
の
が
総
て
、
半
睡
半

眠
の
中
で
見
ら
れ
る
や
う
に
、
渦
巻
き
な
が
ら
眼
の
前
を
通
り
過
ぎ
た
り
、
潜
在
意
識
の
底
か
ら
浮
び
上

つ
て
来
る
。
（
略
）
こ
の
映
画
で
問
題
と
な
つ
て
ゐ
る
の
は
、
こ
れ
ら
多
数
の
個
々
の
画
面
で
も
な
け
れ

ば
、
こ
れ
ら
多
数
の
個
々
の
形
態
で
も
な
く
、
全
体
的
な
も
の
で
あ
り
、
云
ひ
換
へ
れ
ば
モ
ン
タ
ア
ジ
ユ

の
な
か
に
現
は
れ
る
所
の
一
つ
の
綜
合
的
印
象
で
あ
る
。

※
誓
子
も
読
ん
だ
著
作

⑨
山
口
誓
子
「
近
代
俳
句
小
論
―
機
関
車
の
話
―
」
、
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
昭
和
九
年

機
関
車
を
先
だ
て
ゝ
、
列
車
が
入
つ
て
来
る
。
そ
の
機
関
車
の
脚
ど
り
を
、
何
よ
り
も
私
は
好
む
の
で

あ
る
。
君
は
閏
秀
監
督
ジ
エ
ル
メ
エ
ヌ
・
デ
ユ
ラ
ツ
ク
の
超
現
実
主
義
映
画
「
貝
殻
と
坊
主
」
を
見
た
で

あ
ら
う
か
。
あ
の
映
画
の
う
ち
に
、

一
人
の
男
と
一
人
の
女
と
が
、
池
畔
の
並
木
道
を
夢
遊
病
者
の
や

う
に
ゆ
る
や
か
に
走
り
来
る
の
を
見
た
で
あ
ら
う
か
。
機
関
車
の
脚
ど
り
は
、
ま
さ
に
こ
の
夢
遊
病
者
の

脚
ど
り
で
あ
る
。

・
明
治
期
以
来
、
車
輪
は
存
在
し
て
い
た
が
、
「
車
輪
」
美
を
発
見
し
た
の
は
、
昭
和
期
の

「
カ
メ
ラ
の
眼
」
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
「
機
械
文
明
の
美
」
等
を
主
題
と
し
た
新
興
映
画
・

新
興
写
真
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

【
ま
と
め
①
】

→
誓
子
が
俳
句
で
「
汽
罐
車
の
車
輪
」
を
発
見
し
え
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
潮
流
に
示
唆
を

得
た
可
能
性
が
極
め
て
高
い

→
彼
が
俳
句
論
等
で
映
画
等
の
理
論
用
語
を
多
用
し
た
の
は
、
視
覚
の
変
化
を
主
題
と
し
た

右
記
諸
芸
術
と
共
鳴
す
る
世
界
観
を
自
身
も
俳
句
で
詠
も
う
と
し
た
こ
と
の
暗
示
や

補
足
を
意
味
し
、
後
ろ
盾
を
必
要
と
し
た
の
で
は
な
い
か

Ⅲ

．
「

読

者

」

の

受

容

Ⅰ

映

画

①
長
谷
川
素
逝
「
「
大
阪
駅
構
内
」
の
句
に
つ
い
て
」
（
前
掲
）

僕
は
あ
る
友
人
と
こ
ん
な
こ
と
を
話
し
あ
つ
た
。
「
画
面
一
杯
に
映
し
出
さ
れ
た
車
輪
が
、
ゆ
る
や
か

に
ま
は
り
あ
ら
は
れ
て
と
ま
つ
た
。
そ
う
い
ふ
映
画
を
憶
ひ
出
す
」
…
。
そ
う
い
ふ
点
を
ね
ら
つ
て
う
つ

し
た
映
画
の
一
齣
と
共
通
し
た
も
の
が
あ
る
や
う
に
、
僕
は
第
一
句
を
見
た
。
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②
寺
野
保
人
「
私
も
汽
罐
車
を
試
み
た
」
、
「
京
大
俳
句
」
昭
和
八
年

「
汽
罐
車
の
車
輪
」
と
大
写
し
に
写
し
出
し
た
鮮
や
か
さ
、
（
後
略
）

③
飯
島
滄
浪
「
本
質
か
ら
表
現
へ
」
、
「
京
大
俳
句
」
昭
和
九
年

近
時
は
映
画
の
影
響
は
余
り
に
も
眼
に
つ
く
。
連
作
な
ど
も
そ
の
結
果
で
あ
ら
う
が
、
（
後
略
）

④
高
屋
窓
秋
「
寒
木
そ
の
他
」
、
「
句
と
評
論
」
昭
和
十
三
年

右

の

眼

に

大

河

左

の

眼

に

騎

兵

西
東

三
鬼

（
他
句
略
）

～
～
共
に
映
画
の
一
カ
ツ
ト
で
あ
る
。
精
密
な
カ
メ
ラ
・
レ
ン
ズ
で
写
し
撮
る
こ
と
は
誓
子
氏
に
始
ま

り
、
氏
に
あ
つ
て
は
カ
メ
ラ
・
ア
イ
と
も
言
ふ
べ
き
も
の
で
十
七
字
内
に
構
図
を
定
め
、
正
確
な
ピ
ン
ト

と
絞
り
で
写
し
撮
る
の
で
あ
る
。

Ⅳ

．
「

読

者

」

の

受

容

Ⅱ

機

械

＝

都

会

文

明

▽

都

会

の

「

テ

ン

ポ

」

と

し

て

★
①
堀
野
正
雄
『
大
東
京
の
性
格
』

「
中
央
公
論
」
昭
和
六
年

→

画
像
資
料

②
三
谷
昭
「
都
会
生
活
俳
句
に
つ
い
て
」
、
「
京
大
俳
句
」
昭
和
十
一
年

機
械
文
明
は
ま
た
一
方
に
、
俳
句
の
表
現
様
式
に
も
幾
分
の
影
響
を
与
へ
て
ゐ
る
。
生
活
の
テ
ン
ポ
が

強
化
さ
れ
、
都
会
生
活
者
は
さ
う
し
た
テ
ン
ポ
に
な
づ
ん
で
ゐ
る
。
都
会
の
テ
ン
ポ
に
な
づ
ん
だ
者
に
、

遠
ま
は
し
な
表
現
様
式
は
強
い
衝
撃
を
も
た
ら
な
さ
い
。

③
東
京
三
「
都
会
俳
句
に
就
き
て
」
、
「
土
上
」
昭
和
十
年

都
会
風
物
の
ユ
ニ
ー
ク
な
一
面
に
、
ス
ピ
ー
デ
ー
な
も
の
、
ダ
イ
ナ
ミ
ツ
ク
な
も
の
が
、
殊
に
多
い
の

は
言
を
俟
た
な
い
。

▽

都

会

の

「

綜

合

的

印

象

」

と

し

て

④
東
京
三
『
現
代
俳
句
の
出
発
』
河
出
書
房
、
昭
和
十
四
年

句
作
に
当
つ
て
印
象
を
強
め
る
こ
と
を
考
へ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
従
つ
て
、
視
角
の
尊
重
は
云
ふ
ま

で
も
な
い
話
だ
が
、
そ
の
視
角
を
絵
画
的
で
あ
る
よ
り
む
し
ろ
、
よ
り
多
く
映
画
的
に
す
る
こ
と
が
今
後

ま
す
ま
す
考
へ
ら
れ
て
よ
い
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

⑤
誓
子
「
詩
人
の
視
線
」
（
前
掲
）

連
作
俳
句
が
「
個
」
を
完
全
に
保
存
し
な
が
ら
、
と
同
時
に
「
全
」
に
於
い
て
、
内
面
的
に
、
有
機
的

に
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
連
作
俳
句
の
「
個
」
は
プ
ド
フ
キ
ン
風
な
連
鎖
を
こ
そ
、
そ
の
モ

ン
タ
ア
ジ
ユ
手
法
と
し
て
採
用
す
べ
き
で
あ
る
。

【
ま
と
め
②
】

Ⅰ
．
作
者
＝
誓
子
の
意
図

・
「
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
」
と
し
て
の
誓
子
連
作
の
本
質
は
、
「
即
物
的
実
感
」
（
山
本
健
吉
）
の

断
片
が
そ
の
ま
ま
織
り
な
す
「
シ
ー
ン
の
メ
ロ
デ
ィ
ー
」
と
「
テ
ン
ポ
」
に
よ
る
都
会
の

「
綜
合
的
印
象
」
に
あ
っ
た

Ⅱ
．
「
読
者
」
の
受
容

・
誓
子
の
連
作
俳
句
が
も
て
は
や
さ
れ
た
の
は
、
右
記
の
「
印
象
」
と
と
も
に
、

「
映
画
・
写
真
等
＝
リ
ズ
ム
・
テ
ン
ポ
・
ス
ピ
ー
ド
」
を
強
烈
に
連
想
さ
せ
る

「
近
代
・
都
会
」
の
迫
力
と
臨
場
感
を
感
じ
さ
せ
た
た
め
で
は
な
い
か
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⑥
「
座
談
会
」
、
「
ホ
ト
ト
ギ
ス
」
昭
和
十
年

清
三
郎
。
新
興
俳
句
の
主
張
は
何
の
影
響
が
一
番
多
い
で
す
か
。

草
田
男
。
実
に
雑
多
で
す
が
、
そ
の
中
で
は
や
は
り
、
新
興
芸
術
派
の
都
会
文
学
の
影
響
が
多
い
で
せ

う
ね
…
…
。
も
つ
と
も
、
誓
子
さ
ん
個
人
の
影
響
の
多
い
こ
と
は
予
想
外
で
す
が
。

▽

誓

子

の

俳

句

・

映

画

＝

「

動

き

」

⑦
長
谷
川
素
逝
「
句
作
者
の
映
画
へ
の
感
想
」
、
「
京
大
俳
句
」
昭
和
九
年

映
画
に
お
け
る
私
の
受
け
た
迫
力
は
、
た
し
か
に
そ
の
動
き
に
あ
つ
た
。
し
か
も
そ
の
動
き
の
表
現
が
、

対
象
の
動
き
に
対
し
て
カ
メ
ラ
の
動
き
と
交
錯
さ
せ
ら
れ
た
為
の
表
現
に
あ
つ
た
。

⑧
東
京
三
『
現
代
俳
句
の
出
発
』
昭
和
十
四
年

例
へ
ば
、
川
田
順
は
誓
子
作
品
が
「
《
動
》
の
俳
句
」
で
あ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
。
こ
れ
は
僕
も
第
四
章

で
力
説
し
た
と
こ
ろ
で
あ
つ
た
。
又
、
横
山
白
虹
や
岡
山
巖
が
、
或
は
映
画
的
効
果
を
云
々
し
、
（
後
略
）

正
岡
子
規
の
「
写
生
」
＝
絵
画

（
明
治
時
代
）

山
口
誓
子
の
「
写
生
」
＝
映
画
・
新
興
写
真

（
昭
和
時
代
）

⑨
山
本
健
吉
『
現
代
俳
句
』
昭
和
二
六
年

「
山
口
誓
子
」
項
目

句
の
特
徴
は
何
よ
り
ま
ず
知
的
・
構
成
的
な
点
で
あ
り
、
作
者
の
冷
厳
な
態
度
は
内
心
の
昂
奮
を
極
度

に
押
殺
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
（
略
）
線
路
の
傍
に
は
夏
草
が
生
え
て
い
て
、
そ
れ
に
車
輪
が
触
れ
ん
ば

か
り
に
な
っ
た
の
だ
ろ
う
。
汽
罐
車
が
止
ま
っ
た
と
言
わ
ず
、
「
汽
罐
車
の
車
輪
」
が
来
て
止
ま
っ
た
と

言
っ
た
こ
と
に
、
作
者
の
即
物
的
実
感
が
生
々
し
く
出
て
い
る
。

⑩
小
林
秀
雄
「
美
を
求
め
る
心
」
昭
和
三
二
年

Ⅰ
．
歌
や
詩
は
、
諸
君
に
、
何
か
を
し
ろ
と
命
じ
ま
す
か
。
私
の
気
持
ち
が
理
解
で
き
た
か
と
言
っ
て
い

ま
す
か
。
諸
君
は
、
歌
に
接
し
て
、
何
を
す
る
の
で
も
な
い
、
何
を
理
解
す
る
の
で
も
な
い
。
そ
の
美
し

さ
を
感
ず
る
だ
け
で
す
。
（
略
）

Ⅱ
．
歌
や
詩
は
、
解
っ
て
了
え
ば
、
そ
れ
で
お
し
ま
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。
で
は
、
歌
や

詩
は
、
わ
か
ら
ぬ
も
の
な
の
か
。
そ
う
で
す
。
わ
か
ら
ぬ
も
の
な
の
で
す
。
（
略
）
歌
は
、
意
味
の
わ
か

る
言
葉
で
は
な
い
。
感
じ
ら
れ
る
言
葉
の
姿
、
形
な
の
で
す
。
言
葉
に
は
、
意
味
も
あ
る
が
、
姿
、
形
と

い
う
も
の
も
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
よ
く
心
に
留
め
て
下
さ
い
。
（
略
）

Ⅲ
．
言
葉
の
姿
と
言
っ
て
も
、
眼
に
見
え
る
活
字
の
恰
好
で
は
な
い
。
諸
君
の
心
に
直
か
に
映
ず
る
姿
で

す
。
こ
の
歌
の
姿
と
い
う
事
は
、
古
く
か
ら
日
本
の
歌
人
が
、
歌
に
は
一
番
大
切
な
も
の
と
考
え
て
来
た

も
の
で
す
。
（
略
）

Ⅳ
．
私
達
の
感
動
と
い
う
も
の
は
、
自
ら
外
に
現
れ
た
り
、
叫
び
と
な
っ
て
現
れ
た
り
し
ま
す
。
そ
し
て
、

感
動
は
消
え
て
了
う
も
の
で
す
。
だ
が
、
ど
ん
な
に
美
し
い
も
の
を
見
た
時
の
感
動
も
、
そ
う
い
う
ふ
う

に
自
然
に
外
に
現
れ
る
の
で
は
、
美
し
く
は
な
い
で
し
ょ
う
。
そ
う
い
う
時
の
人
の
表
情
は
、
醜
く
見
え

る
か
も
知
れ
な
い
し
、
又
、
滑
稽
に
見
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
（
略
）

Ⅴ
．
涙
は
歌
で
は
な
い
し
、
泣
い
て
い
て
は
歌
は
出
来
な
い
。
悲
し
み
の
歌
を
作
る
詩
人
は
、
自
分
の
悲

し
み
を
、
よ
く
見
定
め
る
人
で
す
。
悲
し
い
と
い
っ
て
た
だ
泣
く
人
で
は
な
い
。
自
分
の
悲
し
み
に
溺
れ

ず
、
負
け
ず
、
こ
れ
を
見
定
め
、
こ
れ
を
は
っ
き
り
と
感
じ
、
こ
れ
を
言
葉
の
姿
に
整
え
て
見
せ
る
人
で

す
。

Ⅵ
．
詩
人
は
、
自
分
の
悲
し
み
を
、
言
葉
で
誇
張
し
て
見
せ
る
の
で
も
な
け
れ
ば
、
飾
り
立
て
て
見
せ
る

の
で
も
な
い
。
一
輪
の
花
に
美
し
い
姿
が
あ
る
様
に
、
放
っ
て
置
け
ば
消
え
て
了
う
、
取
る
に
足
ら
ぬ
小

さ
な
自
分
の
悲
し
み
に
も
、
こ
れ
を
粗
末
に
扱
わ
ず
、
は
っ
き
り
見
定
め
れ
ば
、
美
し
い
姿
の
あ
る
こ
と

を
知
っ
て
い
る
人
で
す
。
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